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透析センターでは、入院中の維持血液透析や通院患者の腹膜透析、
その他特殊治療を行っています。人工透析は患者さんにとって心身
ともに負担の大きな治療です。患者さんの中には働き盛りや子育て
中の方、高齢になって車椅子生活の方もおり、日常生活と治療の両
立ができなければ健康を維持できません。すべての患者さんが安全
で快適に透析治療を受けられるように、家庭や職場でも健康的な生
活が送れるように、あらゆる角度からサポートすることが透析室看
護師の役割です。透析センターでは、患者一人一人に寄り添う時間
を作りやすく、必要なケアを提供することができます。すると、患
者さん個々に合わせた看護ケアを充実したいという思いがどんどん
湧いてきます。その患者さんに何をしようかと、考えている時間が
看護している実感に繋がっています。
また、シャント穿刺は透析センター

でしか経験できない貴重なスキルであり
解剖生理の学習に繋がります。患者さん
との距離が近く、患者さんからの反応を
すぐに感じる事が出来るため充実した

日々を過ごしています。 （S・N）

今月のTOPIX ～ 令和４年度の始まりです ～
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3年目 〝私の役割” ～ 透析センター ～

今年もたくさんの頼もしい仲間が増えました。新人さんには
中京病院看護部のホームページ（新人看護師の１年）にもある
ように、１回/月の全体研修と病棟での実践を学ぶ日々が続き
ます。中京病院看護部のイメージでもあるネモフィラのように
強くたくましく育ってほしいと願い、
一つ一つ確実に身に付くような研修
プログラムも組まれています。
指導する側も一緒に成長していける

事を心待ちにしてます。これから、
よろしくお願いします。


